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東南アジア ・オセアニアにお ける諸民族文化 のデ ータベ ースの作成 と分析
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4.お わりに

1.狩 猟技術 の地域差

 サ ンプル民族237の うち,何 らかの狩猟技術(1101～1109)を もつものは,全 体 の

約760/oに あた る180で あ る。 狩猟技術 と して多用 されているものを順 にあげ ると,槍

(97),弓 矢(90),わ な(77と71),網(58),お と し穴(56),吹 矢(35),毒 矢(33),

投 げ棒(13)の よ うにな る(か っこ内は使 用民族数)。

 東 南ア ジアとオ セアニア地域 とでは,上 記 にのべ た狩猟 技術の種類の分布 は均一で

はけ っしてない(P<0.005)。 オ セアニアで は,4種 類以下 の狩猟技術をセ ッ トと し

て有する民族が,オ セアニアのサ ンプル民族 中,970/oを 占 める。 これにたい して,東

南ア ジア地域では,大 陸部,島 嗅部の区別 にかかわ らず,1民 族で5種 類以上の狩猟

技術を もつ ものの数が400/o以 上 に達 する(表1)。

 つ ぎに,狩 猟具の種類 に注 目 してみよ う。東南ア ジァ全体で,槍 のほ うが 弓矢よ り

も多 くみ られ る。 そ して,大 陸部で弓矢 が顕著に多 くみ られ る一 方,島 嬢部では槍 が

優先する(r・=0・78,P<0.05)。 オ セアニ アでは,弓 矢 と槍が ともに多 くみ られる。

ただ しこの傾 向はオセァニ ァ全域 にあてはま るとい うの ではな く,メ ラネシア的 とい

つてよい。 そ して,ミ クロネ シア,(フ ィジー以東 の)ポ リネシアには,槍,弓 矢 が

ほとん どみ られない(Maoriは 例 外で槍 があ る)。 かわ りに,ポ リネ シアでは網 とわ

なが主流であ り,弓 矢のないオース トラ リアでは,投 て き用の槍 や投 げ棒(ブ ーメ ラ
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表1 東南 アジア ・オセアニアの民族別にみた狩猟技術数の分布

狩猟技術  東南アジア オ セ アニ ア

一

の数    大陸部             一 合 計島
填部  小 計

1～4     24

5～8     15

34         58         65        123

24     39      2     41

一

合 計   39 58        97        67       164

数 字 は民 族 数 を あ らわ す

東 南 ア ジァ と オセ ア ニ ア:d・f. ・= 1,X2 ・= 29,28, P<0.005

東 南 ア ジ アの 大 陸 部 と島 嗅部:d・ £ =一 1,κ2-0・08,P>0.1

ンとウーメラ)が それぞれ特徴的にみ られ る
。、

 も う少 し個別 の狩猟技術について,特 徴的 な分布 を指摘 しておこう。吹矢 はマダガ

スカル島 とマ レー半 島か らボル ネオ,ス ラウェシ,ミ ンダナオ島を中心 と した東南ア

ジァ島喚部にかけての ヘスペ ロネ シア系民族 で 多 くみ られ る。 吹矢 をもつ35民 族の

うちほとんどは,水 稲 ない し陸稲 を栽培す る農耕民 であ る。 米 を 栽培 しないのは,

Semang, Ccntral Visayan, Palau, Hawaiiの5例 であ る。 Semangの よ うにかつ

ての採集 ・狩猟民で も,吹 矢を周辺のSenoiやJakunか ら導入 した とい う歴史的事

実があるように,吹 矢 は東南ア ジァ島喚部の稲作農耕 民に よる狩猟の典型的な道具 と

みなす ことがで きる。

 毒 矢 は東南ア ジァが中心で(33例),オ セ ァニァ には4例 しかない。 毒の利用 とい

う観点 から毒矢(1102)と 魚 毒(1212)の 利 用 とのかさな りを検討すると,両 者を用

い る民族 は意外 とす くない。 ただ し,semang, sakai, Jakunな ど は,野 生の ヤムイ

モを吹矢毒(Dioscorea hispida)や 魚 毒(D. piscatovum)と して用いることが報告 され

ている[BURKILL 1935]。 野生 のヤムイモの利 用を中心 と した毒文化(毒 矢 と魚毒)

の 分布圏が,マ レー半島から東南 アジァ島填部にか けて設定で きる可能性 があ る。

 このほか,は ねわな(1107),く くりわな(1108),お と し穴(1106)と い った よう

に,一 定の場所に固定 してお く狩猟技術は,高 密度ではないに しろ東南ア ジァの大陸

部を 中心 に比較的ひ ろい分布 を しめ している。

 以 上の傾向を端的にのべ ると,東 南 ア ジァの大陸部か ら島喚部,そ してオセアニア

とい った地域的なひろが りの なかで,一 民族の有す る狩猟 技術の種類 数は,西 に多 く

東に少 ない とい う傾向がある。個 々の狩猟技術についてみ ると,わ な,網,弓 矢の よ

うに全域,な い しかな り広範囲 にわた ってみ られ るもの と,吹 矢,毒 矢,投 げ棒 など

の ように分布が地域 的に限定 され るものを区別す ることがで きる。
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2.採 集 ・狩 猟 か ら農 耕 へ

 採 集 ・狩猟民(1113)と して記載 されているの は,20民 族 である。 しか し,こ れ ら

の民族を採集 ・狩猟民 としてひと くくりにと りあつか うことには若干 の問題があ る。

すなわ ち,採 集 ・狩猟 民社会が何 らの社 会的変化 もな く,こ の数千年,存 続 して きた

わけではけ っして ない し,現 代 におけるよ うに(19世 紀 以降 として も)い ち じる しい

外的要因が くわわ った と考え られ るか らであ る。以下,い くつかの コメ ン トをふ くめ

て この ことを考えてみ よう[c£BARNARD I983]。

 20例 の うち,す で に農耕をお こなうものが多 くある。 内訳は,水 稲栽培(1310)を

お こな うもの8例,焼 畑耕作(1312)を お こな うもの11例,サ ッマイモ栽培(1304)

を お こな うものが10例 で あ る。 その ほか,オ カボ栽培(4例),タ ロ イモ栽培(4

例),料 理 バ ナナ栽培(6例)の 例 をさ しひ くと,採 集 ・狩猟民 とよばれ る民族数は

わずかとなる。 さらに,東 南ア ジァ,オ セアニアの低地で重要 なサゴヤ シ澱粉の採集

例(4例)を 除去す ると,の こるのはAndamanese,オ ー ス トラ リア ・アボ リジニ・

Tasmanianだ けになる[Cf. ﾑIEGGITT l 962;渡 辺 1978]。

 上記の20民 族 にはふ くまれないが,か つて採集 ・狩猟民であ った諸民族について若

干のべて おこう。 フィ リピンのル ソン島,ミ ンダ ナオ島および周辺 のネグ リー ト諸族,

ラオスの ピー ・トン ・ルア ン族,マ レー半島のSemangな どの民族 は,か つて採集 ・

狩猟民であ り,農 耕民化 した例と して しられている[LEE �,riC1 DEVORE 1968;大 林

1984a;清 水 1984]。 一方,逆 に,農 耕民が採集 ・狩猟民化 したボルネオのPenan

とい った特殊 な例 がある。

 これとは別に,サ ゴヤ シ採集 と狩猟活動を くみあわせた生計を おこな うニ ューギニ

ア低地の諸 集団に注 目 してお こう。わずかな規模 の焼畑農耕 をおこなうだけで,主 要

なエネル ギー源 をサ ゴヤ シに 依存 し,狩 猟(と 漁携)に タンパ ク質 を依存 す る集 団

は,純 粋 な意味で採集 ・狩猟 民とはいえないかも しれない。 しか しなが ら,サ ゴヤ シ

澱粉 の採集が農耕 とい うより採集 的であ ることか ら,過 去 において は,移 動生活 を基

盤 と したサゴヤ シ採集 ・狩猟 民社会が存立 した可能性 は大 いにあ る。 この点 でネグ リ

ー ト諸族やオース トラ リア ・アボ リジニ とは異 な った形で環境 に適応 した採 集 ・狩猟

民の存在 を提起 して おきたい。具体 的には,ニ ューギニアの フライ川,セ ピック川,

ブ ラ リ川流域の低湿地帯に居住す る諸民族が これにあ て は ま る[OHTSUKA l977;

TowNsEND l980]。
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3.狩 猟 と 儀 礼

 狩猟は,食 料獲得や食料以外の利用(羽 毛,皮,歯,薬),あ るいは農耕民に特徴

的な害獣駆除を目的としておこなわれるほか,特 定の文化的 ・社会的価値や宗教的観

念とむすびついた形で おこなわれることがある[Cﾌ BULMER l969]。 下顎骨の保存

(1110),儀 礼的狩猟(1111),王 侯の狩猟(1112)が それらを考察する材料となる。

 下顎骨の保存とは,い うまでもなく狩猟によって獲i得した動物,と くに野ブタのも

のを保存する習慣であり,ニ ューギニアのパプア系諸族にもっとも密に分布する。こ

のほか,ニ ューヘブリディーズ諸島,フ ィリピンの山地民,カ リマンタン,台 湾,大

陸部のナガ諸族,Akha,海 南島のLi,ス マ トラ島南西の島々というように,分 布は

0様 であるというよりむしろ散漫であるようにみうけられる。下顎骨を保存する目的

には,捕 獲した動物の数の誇示 と社会的地位の獲得,通 貨,狩 猟儀礼のさいの呪物,

祖先崇拝,と いったさまざまな理由と解釈が可能である。下顎骨を保存する習慣をも

つ37社会のうち,儀 礼的狩猟をおこなうもの は14例あり,こ れらは東南アジァの島喚

部に散在する形で分布 している。とくに焼畑農耕社会における豊穰儀礼としておこな

われる場合が多 くふ くまれている。一方,オ セアニアでは,ニ ューギニァの高地周縁

部の2例 とニューヘブリディーズ諸島Malekulaの 例のみで,下 顎骨の保存がかな

らず しも儀礼的狩猟とむすびついていない。そして,す くなくともニューギニアの2

例では,祖 先崇拝と焼畑農耕の豊穰儀礼とむすびついた形で儀礼的狩猟がおこなわれ

る[BARTH 1975]。

 一方,儀 礼的狩猟をおこなう民族22例 のうち,王 侯の狩猟がみられるのは東南アジ

アの王権文化のみられる4例 にすぎない。儀礼的狩猟としてあつかったものは,以 上

みたように東南アジァの王権とむすびついた場合 と,祖 先崇拝 と焼畑農耕を基盤とす

る部族社会における場合とにわけて考える必要がある。

4.お わ り に

 東南アジァ ・オセアニアにおける狩猟の問題は採集 ・狩猟 と農耕という人類にとっ

て重要な生活様式とその歴史的変遷について再考するうえで重要な契機になることは

まちがいない。

 このほか,狩 猟が,た とえば戦闘,首 狩 り,動 物 ・人身供犠といった他の文化的事

象 とどのような関係をもっているのかといった問題がのこされているが,当 該の項目
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の下に議論されるとおもわれるのでここではのべない。 しかし,東 南アジア大陸部の

ナガ諸族,カ リマンタンのDayak,台 湾の高砂族,ニ ューギニアの低地民 ・高地民に

おけるような焼畑農耕民として首狩 りと狩猟をおこなう場合と,東 南アジァやポ リネ

シアにおける王国においておこなわれる狩猟と人身供犠の問題を相互に比較すること

には興味がある。
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